
＊緑の葉と水の雫をモチーフにした守山ブランドのロゴマークです。
　小さな活動が種となって、大きく育つ「守山」をイメージしてタイトルをつくりました。

おじいちゃんの甲子園大会、優勝目指して始動

還暦野球「玉津クラブマスターズ」
夢の甲子園で投げた、打った、走った

はなしの
タネ

　昨年、全国478チームからの選抜で甲
子園の土を踏み、準優勝に輝いた「玉津
クラブマスターズ」は、守山中学校出身者
を中心に市内外の28人が野球を楽しん
でいるクラブです。還暦野球ですが、ひ
とたびユニホームを着れば心は皆、甲子
園に憧れ続けた高校球児です。
　今年もブロック優勝を果たして、早
や甲子園の切符を手に入れました。
　メンバー全員が「体力維持と、一日で

も長くプレーを楽しみたい」という気持ちを持ち続ける事がモットー。それが勝利を掴
つか
むチームプレーの秘

ひ

訣
けつ
だとメンバーは話していました。石

いし
井
い
 公
きみ
雄
お
監督はチームについて「ねちっこい野球で1点、1点着実に取

る野球が持ち味。せっかくなら長く甲子園を楽しみたいし、全員プレーのチーム力で今年こそ、おじい
ちゃんの甲子園大会で優勝を目指したい」と話していました。
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す
し
切
り
祭
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町
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国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財「
近
江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭

り
・
長な
ぎ

刀な
た

振ふ

り
」の
一
つ
と
さ
れ
る
祭
礼
で
す
。

　
幸
津
川
町
の
地
名
を
授
け
た
下し
も

新に
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川か
わ

神
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祭
神
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よ
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り

彦ひ
こ
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み
こ
と

に
、
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み
し
も

姿
の
若
者
が
、
長
い
箸は

し
と
包
丁

で
鮒ふ
な

ず
し
を
切
り
分
け
て
奉
納
す
る「
す
し
切
り
神

事
」が
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で
す
。

　

発
祥
は
古
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
鮒
ず

し
、か
ん
こ
の
舞
、勇
壮
な
深
夜
の
神み

輿こ
し

練
り
な
ど
、

８
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年
間
続
く
と
い
わ
れ
る
に
相ふ

応さ
わ

し
く
、
す
し

切
り
神
事
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
が
あ

る
祭
り
で
す
。

日本遺産「琵琶湖とその水辺の景観 ー祈りと暮らしの水遺産」として認定されている、市内４つの文化財やスポットをシリーズで紹介します。

日本
遺産
in 守山

下新川神社境内で営まれるすし切り神事
　
す
し
切
り
祭
り
は
幸
津
川
町
の
大
切

な
伝
統
祭
礼
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
の

進
む
近
年
は
伝
統
を
守
り
続
け
る
苦
労

や
不
安
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
す
し
切
り
祭
り
の
ほ
か
に

も
、
幸
津
川
町
に
は
稲
荷
祭
り
や
ち
ま

き
祭
り
な
ど
多
く
の
伝
統
文
化
が
あ
り

ま
す
。多
く
の
人
に
我
が
ま
ち
に
伝
わ
る

伝
統
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
下
新
川

神
社
境
内
に「
さ
づ
か
わ
伝
統
文
化
保
存

館
」を
作
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は

連
絡
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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